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                                        第20号（２００８年11月） 

秋らしくなりました。ボランティアフェスティバルという大きなイベントを終えて、

一息つきたいところですが、まだまだ各施設の事業は続きます。 

ボランティアフェスティバル in「砂持加勢まつり」を開催しました 

10月4日(土)、広島城などが主催する「砂持加勢まつり」にあわせて、第2回目のボランティアフェ

スティバルを開催しました。歴史系3施設合同ボランティアのほか、こども文化科学館、江波山気象館、

中央図書館、こども図書館、アステールブラザのボランティアさん総勢55名が参加してのイベントで

す。当日は好天ということもあって、各ブース合計1500人ものお客様が来場され、とても賑わいまし

た。「砂持加勢まつり」と同時開催したことでの相乗効果も大きかったと思います。条件がそろえば、

年度内にもう一度やろうと考えておりますので、その際はよろしくお願いします。 

ところで、一方の「砂持加勢まつり」では合同ボランティアの方々が中心となって「砂持カレー」ブ

ースを運営しました。前日に300食分ものカレーを仕込み、当日は、販売はもちろん、調理場となった

こども文化科学館、青少年センターとテントとの間を重い鍋や炊飯器をかかえて何度も往復してくださ

いました。この場を借りてお礼申し上げます。と同時にお昼も取っていただけず、申し訳ありませんで

した。これに懲りずにこれからもよろしくお願いします。（郷土資料館 大室） 
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テントの中が見えないほどのお客様です。 

テントの外も実はあまり見えま

せん。お客様の一銭洋食とカルメ

ラ焼をひたすら手伝っています。 

味覚体験コーナー～郷土資料館 

 前回のフェスティバルに引き続き、郷土資料館のボランティア

さんは人気の一銭洋食とカルメラ焼の体験コーナーで参加しまし

た。開始時間前にはすでにお客さん

が集まり始め、砂持加勢の山車がや

って来る頃には長蛇の列ができて通

行に支障が出ないかと冷や冷やしたほどです。体験希望者の行列は最後ま

で途切れることはなく、ボランティアさんたちも休憩もそこそこに焼き続

けるような状態でした。本当にお疲れ様でした。(郷土資料館 前野) 

歴史体験コーナー～文化財課 

 文化財課では、「泥めんこを作って遊ぼう」と題した歴史体験コ

ーナーを出展しました。泥めんこは江戸時代中頃から明治時代に

かけて好まれた遊びで、型に詰めて抜いた粘土を素焼きにして作

ります。今回は「けし」と「立ちぐわえ」という、おはじきやビ

ー玉に似た遊び方も体験してもらいました。 

 始めはまばらだったお客さんの姿もお昼前には増え、午後にはかなりの盛

況となりました。泥めんこは今回初めて事業に取り入れたネタで、ボランテ

ィアさんは簡単な事前研修だけで本番に臨んだのでした。それにも関わらず、

ひっきりなしに訪れるお客さんに手際よく根気よく指導してくださり、さす

が！！ の大活躍でした。遊びのコーナーでは、ボランティアさん自身がハ

マったのか、本気で勝負する姿も…？！ ボランティアさん達の明るい笑顔

が印象的な、楽しい１日になりました。（文化財課 中原） 

 

砂持加勢まつりを開催しました！ 

 何度かボランティアニュースでもご紹介していた「砂持加勢まつり」ですが、去る１０月４日、抜け

るような晴天の下で開催されました。ボランティアさんたちは個人参加者とおやじ活性化委員会のコラ

立ちぐわえに挑戦！ 

うまくいくかな？ 

きれいに型から抜けるかな？ 
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ボレーションである「鯉城多幸（たこ）組」のメンバーとして参加しました。仮装のタコ面作りの様子

は以前紹介しましたが、その仮装っぷりが遂にあきらかに！ あ、赤い・・。 

 おやじ活性化委員会の皆

さんが造ってくださったタ

コの山車の出来映えと相ま

って、目立つこと目立つこ

と。注目度はナンバーワン

で、当日の人気投票でも２

位を獲得しました。ちなみ

に、写真の中央にいる殿様

は、広島城の前館長さんで

す。 

 最初は仮装を恥ずかしがっていたボランティアさんですが、仮装して数分で大盛り上がりとなりまし

た。また、こういった参加して楽しいイベントをみなさんと作っていけたらいいなあと思います。 

（広島城 本田） 

１１月の研修会のお知らせ～広島城 

縮景園をめぐる 

今月は広島城の研修会です。今回は広島の名勝「縮景園」について研修します。縮景園はこれからが

美しい季節ですが、美しいだけでなくいろいろと奥深いこの庭園について、ご案内します。ご参加いた

だける方は事前に広島城までご連絡下さい。 

日程は、１１月１５日（土）13：00～16：00。縮景園

入口前に集合して下さい。なお、縮景園への入園料（２

５０円）は自己負担となりますので、よろしくお願いい

たします。６５歳以上の方、および縮景園友の会会員の

方は入場料が免除されますので、前者は免許証か診察券

など生年月日が確認できるものを、後者は会員証をご持参下さい。 
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１ 研修会のご案内 ※事前に各担当施設にご連絡ください。 

２ 事業のご案内 各事業での指導等に腕を振るってください！ ※事前に各担当施設にご連絡ください。 

 

日 時 事業名 内 容 会場（担当施設） 

11月15日（土） 

13:00～16：00 
「縮景園をめぐる」 3 ページを参照ください 縮景園（広島城） 

日 時 事 業 内 容 会場（担当施設） 

11月3日(月・祝) 

10：00～16：00 

文化の日スペシャルメニュー 
「だがしづくり広場」 

一銭洋食・カルメラ焼き・わたがしなど

のだがしづくりや、むかしの遊び、藍

染めなどのブース運営 

※一部の時間でも構いませんので、

ぜひ参加してください。 

郷土資料館 

11/9（日） 

9:30～15:00 

二葉公民館まつり 
「縄文ペンダント作り」 

縄文ペンダント作りの指導 

 

東区 二葉公民館 

（文化財課） 

11/12（水） 

13:50～15:25 

出張授業 
「土笛作り」 

土笛作りの指導 

 

安佐南区 毘沙門台小学校 （文化

財課） 

11/23(日) 

13:00～15:00 

教室事業 
「お抹茶体験といも菓子作り」 

いも菓子づくりなどの指導補助 郷土資料館 

11/29(土) 

13:00～15:00 

教室事業 

「昔のスィーツくず菓子作り」 

くず菓子づくりの指導補助 郷土資料館 

12/６(土) 

13:00～15:00 

教室事業 

「いろんなコマであそぼう」 

コマ遊びの指導補助 郷土資料館 

12/7（日） 

9:30～15:30 

2008 文化祭 
「縄文ペンダント作り」 

縄文ペンダント作りの指導 

 

東区 心身障害者福祉センター 

（文化財課） 

12/10（水） 

13:00～15:00 

出張事業 
「はたおり体験」 

はたおりの指導 

 

東区 戸坂ふれあいサロン 

（文化財課） 

12/13（土） 

午前中(詳細未定) 

出張事業 
「地域の自然観察と縄文ペンダ

ント作り」 

縄文ペンダント作りの指導 

 

東区 温品小学校 

（文化財課） 

広島城    担当／玉置・本田      TEL 082－221－7512 FAX 082－221－7519 
メールアドレス  玉置 tamaki@rijo-castle.jp 本田 honda@rijo-castle.jp  
ホームページ    http://www.rijo-castle.jp 

郷土資料館 担当／大室・山縣・前野TEL 082－253－6771 FAX 082－253－6772 
メールアドレス  kyodo@hiroins-net.ne.jp 

            ホームページ    http://www.hiroins-net.ne.jp/kyodo/  
文化財課  担当／荒川・田村・中原 TEL 082－568－6511 FAX 082－568－6513 

メールアドレス  荒川ara@mogurin.or.jp 田村 tam@mogurin.or.jp 
                                      中原 naka@mogurin.or.jp 

                                     ホームページ  http://www.mogurin.or.jp 

 


